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 12月 11日（日）～12月 12日（月）の１泊 2日で勉強合宿を行いました。3年生は主に

指定校推薦で工学・情報系の学部に進学する生徒への数学・理科の集中講義、2年生は数学

検定の合格を見据えた数学の集中講義でした。3年生 17名、2年生 6名の計 23名がそれぞ

れの目標に向かって 2 日間一生懸命頑張っていました。合宿が終わってからも継続して頑

張って欲しいと思います。 

 

 以下に合宿中の様子や、感想文を載せますので是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2年生の授業風景             3年生の授業風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   食事はバイキング形式で、好きなものを好きなだけ食べることが出来、 

おおむね好評でした。 

 



感 想 文 

 

電気科 3年 

 

 １泊２日という、短い間での勉強合宿でしたが、勉強した時間は１日目からすごくハー

ドなものだったと自分は感じています。１日に５時間以上の勉強などを自分は全然したこ

とがなく、１日目はすごく疲れました。でも、そのおかげで数学や理科などの自分のわか

らないところや苦手なところが理解できるようになったりしたので、この勉強合宿に参加

して良かったと思います。帰ってからもこの体験をいかして、毎日２時間くらいは勉強を

して、理解したことを忘れないようにしたいと思います。 

 

 

機械科 3年 

 

 １泊２日の勉強合宿で先生に勧められて自主的に参加したけれど、この２日間はとても

有意義に過ごせたと思う。自分の苦手な数学・物理に加えて化学を重点的に勉強すること

が出来た。苦手の克服もさることながら、これが数学・物理に興味を持つきっかけになっ

たらと思う。そして、勉強だけでなく、日常生活という点においても、スケジュール通り

の規則正しい生活を送ることが出来たので、この勉強合宿はじぶんにとって大きな成果に

なったと思う。これからは、こういった生活を過ごせるようにここで過ごした時間を教訓

にして、これからの生活に生かしていきたいと思う。 

 

 

電気科 2年 

 

 この勉強合宿を通して目標にしていた、数学検定に合格するということは、確実に近づ

けたと思うのでよかったです。２日間やって、一番最初にわかっていなかった問題も、２

日目にはわかるようになったので、後は、数学検定に向けて特に苦手な所を復習し直し、

合格できるようにしたいです。 


